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研究成果の概要：本研究は、都市における公共空間（コモンズ）としての緑地の創出とそれを

支える法、計画、施策、財源の新たな仕組みを考察し、環境共生都市の形成に向けた基盤の構

築を目指すものである。研究成果は次の通りである。１．都市内河川とその隣接地を対象地と

して、江戸期に開鑿された運河とそれに隣接する河岸、及び、東京葛飾において開鑿された用

水路を挙げ、それらの消長の歴史的変遷に関する調査と総合的なまとめを行った。法制度と照

合し関係性を整理するとともに、GISデータベース化を行い、図面化した。２．隣接地に関し
て、１筆ごとの原単位から、土地利用と土地所有の 2視点から分析を行った。３．GISに取り
込んだデータベースを基に、自然環境、水循環が著しく損なわれた地域との関連性を見出し、

課題の抽出を行った。４．現状との関連性を整理し、公有地、緑地の量・質などの観点から、

歴史的変遷の分析に基づくポテンシャル・マップを作成し、都市内河川沿い空間の新たな公共

空間の創出、更には、環境共生都市形成に向けた都市再生の計画論の検討を行った。 
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１．研究開始当初の背景 
21世紀において自然と共生した持続可能
な環境共生都市の形成に向けて、都市におけ
る公共空間としての緑地の創出とそれを支
える法，施策、財源の新たな仕組みが必要と
されている。大都市において「オープンスペ
ース」乃至は「公有地」を永続的担保し、維
持することは極めて難しい状態にある。川は
貴重なオープンスペースであり、川沿いに水

辺空間を確保し、維持することは重要な課題
である。都市内河川沿いは、治水、利水、舟
運等公共的機能が存在しており、公共性の概
念の消長を分析することが可能である。また
この空間には、今後の都市再生において高い
ポテンシャルを内包している。 
本研究は、対象を東京区部の都市内河川隣
接地とし、明治以降の近代化の中で土地利用、
土地所有の変遷を調査し、公共性の概念の変
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容について分析したものである。 
 
２．研究の目的 
東京下町には、皇居を中心に、江戸期に幕
府が開鑿した堀が縦横に張り巡らされ、外周
には神田川、隅田川が流れ、さらに城東には
かつて農業を支えた用水路が存在した。これ
らは人工的に開鑿されたものであり、都市の
生活を支え、その発展に寄与してきた。しか
し、これらの河川の多くは時代の変化ととも
に、暗渠化、または埋め立てられ、河岸もそ
の多くが消失した。本研究では「河川と河岸」
に着目して、その歴史的変遷と制度とを照ら
し合わせることで、都市におけるオープンス
ペースのあり方の変容、公共性の概念の消長
を分析し、環境共生都市の創造に役立てるこ
とを目的とする。具体的な研究目的に以下の
点を挙げる。 
(1) 明治以降の近代化の中で土地利用、土地
所有の変遷を調査し、公共性の概念の変容を
明らかにする。 
 (2) 河川沿いの公共性の消長を把握する。 
 (3) 都市再生における河川沿いの持つポテ
ンシャルを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) マクロの視点 
マクロの視点で、東京下町における川と河岸
に関する歴史的変遷に関して総合的なまと
めを行った。東京下町の河川と葛飾の用水路
を対象地とした。 
第１に、既往研究の整理を行い、第２に流
域と時代の区分設定を行い、第３に土地利用、
土地所有の視点から川と河岸の歴史的変遷
に関して、法制度と照合させ整理した。 
●東京の河岸 
エリア：河岸に関するまとめを行うため、
都市内河川周辺地域を 8エリアに分類した：
「第 1区域 内堀エリア」「第 2区域 外堀
エリア」「第 3区域 神田川エリア」「第 4区
域 日本橋川・亀島川エリア」「第 5区域 京
橋・桜川エリア」「第 6区域 渋谷・古川エ
リア」｢第 7区域 隅田川エリア｣「第 8区域 
本所深川エリア」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時代：土地利用に大きな変化が現われた 4
つの都市計画事業により５期に分けて、河岸
の量、特質を法制度に照らし、分析した。 
「第1期 江戸時代（1603-1868）」 
「第2期 明治市区改正（1868-1888）」 
「第3期 明治市区改正後（1889-1923）」 
「第4期 関東大震災後（1924-1944）」 
「第5期 第二次世界大戦後（1945-）」 
●上下之割用水 
用水路により形成されていた親水空間は，防
災・景観・環境面で重要な役割を担う。本研
究では、その事例として、東京葛飾における
利根川水系の農業用水路の上下之割用水を
対象とした。 
時期：土地利用に大きな変化が現われた 4
期に分けて分析した。 
「第 1期江戸時代（1603-1868）」 
「第 2期明治時代（1868-1912）」 
「第 3期大正昭和第 2次世界大戦前

(1912-1944)」 
「第 4期第 2次世界大戦以降(1945-)」 
具体的には、歴史 
的変遷のまとめ及 
び、消長に関わっ 
た問題点について 
分析を行った。農 
業用水路の歴史を 
法制度に照合し、 
水路と周囲の緑地 
の変遷に関して分 
析を行うとともに 
管理の視点から分 
析し、用水路保全 
に関して考察した。 
(2) ミクロの視点 
ミクロの視点から、川岸を捉えて調査、分析
を行った。公有地、緑地の量・質などを詳細
に分析するために、第 1に、『明治 15年河岸
地沿革図面』の残存する全河岸を対象に河岸
の原単位である１筆ごとの河岸地の類型化
を行った。第 2 に、『内務省明治 20 年 5000
分 1』（千代田図書館蔵）の図面上に１筆ごと
の『明治 15 年河岸地沿革図面』を載せ、分
布図を作成し、都市における河岸の役割を分
析した。第 3に、日本橋川エリア・京橋川エ
リア・桜川エリア・古川エリア・外堀エリア
について、エリア別に各河岸の構成を調べた。
『明治 15 年河岸地沿革図面』『明治 15 年河
岸地免許証台帳』の河岸地を『明治 7年沽券
図』（東京都公文書館蔵）、及び『明治 17 年
陸軍参謀本部実測図面』（中央図書館蔵）に
照合・図面化し、5 期にわたって、土地利用
と土地所有の観点から分析した。 
(3)課題の抽出 
法適用、都市計画事業の実施状況、計画の有
無など、まちづくりに関する各種の条件の歴
史的変遷の整理を行い、課題を抽出した。 ととう 東京下町の8河川エリア 図１東京下町の河川 8エリア 

図２ 上下之割用水区域 



 

 

(4)ポテンシャル・マップの作成 
ＧＩＳデータベースをもとに歴史的変遷分
析に基き、ポテンシャル・マップの作成を行
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1)東京のマクロの視点から見た河岸の変遷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4～7は河岸の消長を示す図面である。江
戸期に関しては、古文書と各時代の切絵図を
基に河岸の数量と位置を確定した。明治期以

降は地籍簿・地籍図面で位置を確定し、『東
京府統計書』・『東京市統計表』・『河岸地免許
証台帳』から面積・数量のデータを得て、河
岸の変遷を把握した。また、エリア別に各河
岸の構成を調べ、各期における河岸の推移動
向を分析した。 
図8、9は、「公有地」としての河岸が、如何
に担保され、かつ売却されていったかについ
てグラフにし、消長の変遷を明らかにしたも
のである。この結果、河岸が市区改正後に最
も増加し、オリンピック後に激減したことが
明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 

図8東京全体の河岸の 図9エリア毎の河岸面積の 

推移          推移 
 
(2)法制度から見た河岸の変遷 
江戸期初期の河岸に関して以下の2つの覚書
が記載されていた。 
・土地利用に関して【 河岸通り及河岸地使
用令 明暦4年】江戸幕府(1658)『正宝事録』 
・土地所有に関して【 河岸地面使用願提出
令 天明3年】江戸幕府(1783)『安永撰要類集』 
上記二つの江戸期の制度によると、土地利用
の観点からは河岸地が「オープンスペース」、
土地所有からは「公有地」であることが、定
められており、これら二つの原則は河岸地の
基本理念であった。当初、防災の目的で保持
された河岸のオープンスペースには、荷が積
まれ、仮の保管機能の納屋地から蔵へと変化
し、防火政策により堅固な建築に変換したこ
とで、時代とともに変化し、オープンスペー
スは消失していった。 
一方で、幕府が所有していた河岸は、明治政
府に官有河岸地として引き継がれ、更に市区
改正の財源とするために東京市に下付され
た。基本財産河岸地及び国有河岸地、公有地
として、1960年代東京オリンピック後までは、
公有地として維持されたことが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

図 4江戸期の河岸 

図３研究フロー 

図 5市区改正前の河岸 

図 6 市区改正後の河岸 図7関東大震災後の河岸 

 

 

図10河岸の法的位置づけの変遷図 

 

 



 

 

(3)土地利用と土地所有からミクロの視点か
らの分析 
東京の河岸： 
沿革図面の残存するすべての河岸ついて河
岸地により、類型化を行った。河岸地には大
きく分けて図10に見られる11タイプに分け
られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エリア別に見ると、川が残存し、高速道路に
覆われた河岸として外堀と日本橋川の河岸、
川が残存し、現在も河岸が継承されている河
岸として古川の河岸、川が埋め立てられた桜
川の河岸、川が埋め立てられ、高速道路が設
置された京橋川の河岸が挙げられた。４期に
わたり河岸の変化を分析した。河岸の特質と
しては各河岸によりそれぞれ異なり、多様性
に富んでいたこと、また、オープンスペース
として維持されてきた仕組みに関しては、隣
接するまちとの関係が大きく影響したこと
が明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
葛飾の用水路： 
上下之割用水は現在，その一部である 250ｍ
の楔状の付け根の部分を大規模な都市計画
公園とともに残しつつも，その大半は暗渠・
埋設されている。土地利用を，昭和29-30年
の利根川水系農業水利実態調査書法制度に
照らし合わせ、用水路の変遷を調査した。各
時代の図面と地理情報解析ソフトを用いて

土地利用図を作成し、用水路の消長と土地利
用の関係を見た。この分析から、管理主体と
受益主体の関係性が用水路の維持に大きく
関係したこと、一部残存した部分は法制度に
より担保されたことが明らかとなった。図面
上で見ると、明治期に 41㎞存在した上下之
割用水は、暗渠化されたが、現在この区域で
3㎞程が親水公園や、緑道として整備され、
新たな用水と住民との関わりが生まれ始め
ていることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)都市内河川周辺地区課題の抽出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図12上下之割用水(1880) 図13上下之割用水(1937) 

 

 

  
 

 
図14上下之割用水(1974)図15上下之割用水(2006) 

図 11市区改正後の日本橋の魚河岸の河岸地 

 
 

図 10各河岸の構成 

 

図 16 平成の水網とオープンスペースに重ねた明

治22年の河岸地 

 



 

 

平成期までの川の埋め立ての結果、残存する
現代の川と明治期に存在した河岸を合わせ
たものが図 16である。東京の下町にはかつ
て、これだけの川沿いのオープンスペースの
ポテンシャルが存在した。現在では、河岸が
消失した結果、東京下町に、十分なオープン
スペースが確保されていないことが明らか
になった。 
 
(5)都市内河川沿いの空間の評価手法の開発 
①土地利用で見るポテンシャル・マップ 
歴史的変遷をＧＩＳに取り込み、ポテンシャ
ル・マップを作成した。 
河岸であった土地の現在の土地利用と、現在
のオープンスペースとの関係性を示したも
のが図 18である。これは、現在のまちに潜
在的に存在する水と緑の環境を表示してい
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
②土地所有で見るポテンシャル・マップ 
公有財産表(2006)に記載される公有財産河
岸地1筆毎を公図に照合し、数値情報地図に
重ね、図面化し、現在においても、公共空間
として利用できる川沿いの公有財産である
河岸地の位置を検証した。地理情報地図ソフ
トの図面上の計算では、83,903平方メートル
の公有財産河岸地が計測された (データ上
の計算では河岸地が 68,555平方メートル存
在した。) 。ＧＩＳの図面から、多くの公有
財産として河岸地が残され点在しているこ
とが判明した。 
土地利用、土地所有の2つのポテンシャル・
マップを用いることで、現状の河岸地の特質
を明らかにし、河川・水路との関係、河岸地
における所有形態、利用方法,緑地の量、防

災などの観点から、河岸の利用を検討するこ
とができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6)まとめ：都市内河川沿い空間の新たな公
共空間の創出に向けての計画論の検討 
本研究では、都市内河川沿いにおける、公
共空間の消長を河岸、用水路を対象に分析し
た。河川と河岸の維持に関しては隣接するま
ちが大きく係わっており、用水路の維持に関
しては、受益主体と管理主体の連動とそれを
支える制度が大きく係わったことが明らか
となった。 
明治期の河岸が持っていた親水オープン
スペースとしてのポテンシャルを明らかに
した上で、現存するオープンスペースとの関
係性を図面上に示すポテンシャル・マップを
作成した。又、土地所有で見るポテンシャ
ル・マップは、現在でも公有地としての河岸
地が東京の下町に点在することを、その面積
と位置とともに明らかにするものである。こ
れらの公有地は、現存するオープンスペース
と合わせて、都市における水辺空間を再構成
し、環境共生都市を支える都市環境インフラ
を構築するための貴重な資産である。 
本研究では、次の段階として、これまでの
公共空間の概念の変容を踏まえた上で、地球
環境時代における新たな公共空間としての
都市内河川沿い空間・河岸地のあり方を検討
することを今後の課題とする。 
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